PAGE  

[image: image1.png]INTERNATIONAL




[image: image2.jpg]


[image: image3.jpg]


[image: image4.jpg]


N  




enn
[image: image5.jpg]SMCAFI Yy TmRs .,

fﬁm50ﬂ$,ﬂ,‘_\

2014578278 (R)

A dCEEYMCATS ’7,75*_”_!:‘




[image: image6.jpg]



[image: image7.jpg]



[image: image8.jpg]



[image: image9.jpg]



[image: image10.jpg]


[image: image11.jpg]


[image: image12.jpg]



[image: image13.jpg]



[image: image14.jpg]


[image: image15.png]


[image: image16.jpg]( Big #Jk f Wwf
YMCAs of JAPAN




[image: image17.bmp][image: image18.bmp]
[image: image19.bmp][image: image20.bmp][image: image21.bmp]　
札幌クラブCS,EMC担当　中田　

[image: image22.bmp]
[image: image23.bmp]　　　　　　　　　　　　　　
[image: image24.bmp]




　　　　　　　　　　






札幌ワイズメンズクラブクラブ
２０１４年８月例会
日時　2014年8月19日 (火)  18:30～20:30
会場　札幌クラッセホテル　2Ｆ会議室
　　　札幌市東中央区南１条西７丁目
　　　Tel. 011-281-3800
会費　1,200円
プログラム
18:30　各自食事

19:00　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　秋葉　聡志
1 開会点鐘　　　　　　　　　　　　会長　伏木　康
2 ワイズソング・ワイズの信条
　　　　全　員
3 聖　句　　　　　　　　　　　　　　　　　 宮崎　善昭
4 会長引き継式　　　　　　　　　司式　柴田　伸俊
2013-14年会長　
阿部　寛司君
2014-15年会長
伏木　康君
5 開会挨拶　　　　　　　　　　　　会長　伏木　康
6 書記報告　　　　　　　　　　　　書記　柳沼　慈子
7 誕生日
8月 3日　　佐藤　雅一

　　　　  8月27日　
安田　文子

結婚記念日　　　な　し　　　　　 　

8 卓話
「私のチミケップ」
札幌クラブ会長　伏木　康ほか　
9 諸報告

10 ＹＭＣＡ報告　　　　　　　担当主事　佐藤　雅一

11 んなで歌おう　「ああ栄冠は君に輝く」
　　　　　　　　　　　　　　 　　（阿部寛司会員選）



閉会　札幌ワイズメンズクラブ会長　伏木 康


































THE SERVICE CLUB OF YMCA


THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S CLUB
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２０１４年8月
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c/o YMCA


MINAMI 11 NISHI 11


CUO-KU SAPPORO


〒064-0811


011(561)5217





THE Y’S MEN’S CLUB OF SAPPORO





ＣＳ(Community Service=地域社会奉仕）





CHATERED IN


NOVEMBER 21,1955





―　主　題　―


國際会長　　   


アジア会長　　 　


東日本区理事　


北海道部部長　　　


札幌クラブ会長	








札幌クラブ役員


会　長　　伏木　康


副会長　　八田　信之


書　記　　柳沼　慈子


副書記　　中田　千鶴


会　計　　宮崎　善昭


直前会長　阿部　寛司














Isaac Palathinkal (インド)


岡野　泰和（大阪土佐堀）


田中　博之（東京）


宮沢　祐一郎（北見）


伏木　康（札幌）





「言葉より行動を」


「未来を始めよう、今すぐに」


「誇りと喜びを持って」


「情熱と行動」


「Think Globally, Act Locally」














 今月の聖句





「主は、知っておられる、人間の計らいを それがいかに空しいかを。」


詩編94編　11節　　　宮崎　善昭会員選











巻頭言　懐かしのカニ採り　柴田伸俊





先日久々に豊浦海岸でカニ採りを楽しんだ。この海岸に来たのは実は今年が2回目で、去年の夏、偶然立寄た時5～6組の家族が楽しそうにカニ採りをしていたので、今度来るときは俺も楽しむぞと心密かに思っていた。そうこうしいる内に一年が経ち、ある時近所の若いお母さんが子供にカニ採りをやらせてみたいと言い出したのがきっかけとなり、でかけることにきまった。エサは去年の見学からイカ珍味と決め、子供の頃の経験を思い出してタコ糸をポケットにねじ込んで出かけた。現地　　　　　　　　　　　　で割り箸にタ　　　　　　　　　　　　　　　コ糸を結び小　　　　　　　　　　　　さな石ころを　　　　　　　　　　探して重りに　　　　　　　　　　　　仕掛け、ビー　　　　　　　　　　　　　ルのつまみの　　　　　　　　　　　　貝ひもを餌にした。とは言　　　　　　　　　　　　　っても50年


　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶりの挑　　　　　　　　　　　挑戦、うまく釣れるのだろうか。不安の中4歳の男の子の手を引いてまずは挑戦。ところがビックリ。1分も経たない内に一つの餌に2匹もカニが食らいついてきた。その後はみなさんの想像通り、今まで見向きもせず海水浴を楽しんでいた同行の子どもたちがカニ釣りに大パニック。親も巻き込んで帰る時間を忘れてしまった。人が夢中になるとはこんな事かとあらためて実感した。結果は小カニ9匹の収穫でみんな大満足。帰りに100均の店で3家族それぞれに虫かごを買い、仲良く分け合いました。こんな小さな体験が20年後子供たちの楽しい思い出となって出てきてほしいなと思いながら、久々に童心に返った一日でした。
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２０１4年7月例会　   　　 在籍会員　１2名　　　例会出席　8名　　　メネット　0名　 　　メーキアップ　0名


出席報告　　　　　　　 ゲスト　1名　   ビジター　0名　　　　出席者合計　9名　  　　　出席率　　67％





チミケップ国際キャンプ場開設50年！
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写真上：　キャップ・ドルーリーの後を受けて30年アメリカから通い続けたマイク・ウルフキャンプリーダーに「奉仕の書」を授与する土屋新理事長。


写真下：　チミケップでは今日も子供たちがたくましく育っています。　　　　　　（p.4の記事参照）
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何故この聖句を？　　　宮崎　善昭会員


キリスト教は、終末思想です。常に死と向き合って生きる、つまり自分が死ぬ時にどの様な死を迎えるのかという長いスパンを想定し、現在の生を感謝し、享受することの大切さを教えています。

















札幌ワイズメンズクラブ 7月例会





と　き：2014年7月15日（火）16:30～20:30


ところ：札幌クラッセホテル　２Ｆ会議室


参加者：秋葉、阿部、小野、伏木、柴田、中田千、


中田靖、柳沼、


ゲスト：安田誠子元会員





★★★★★★★★★★★★★★★★★★





　社用で欠席の伏木会長に代わり、阿部直前会長の司会


で例会がはじまりました。今月の「聖句」はマタイ伝5


章11節の「あなた方は血の塩である」でした。「微力


ではあるが、無力ではない。塩気を失わないで頑張ろう」


という言葉に皆深くうなずいていました。続いて秋葉聡志君の入会式が行われました。樫村好夫第7代理事から寄贈して頂いたキャンドルホールダーを暫くぶりに使うことが出来て感激でした。


　　　　　　　　　　卓話は新入会の秋葉聡志会員と佐藤雅一担当主事がYMCAｎ入った動機、入って以来の活躍、思い等々を縦横無人に語りました。長年担当主事として一緒に活動し、知り尽くしていると思っていた秋葉会


員の知られざる多くの面、佐藤晋担当主事の守備範囲、


YMCAの様々な働き、を知


ることが出来、有益な卓話


でした。


「今月の歌」は「牧場はみ


どり」でした。チェコスロ


バキアの民謡がアメリカの


労働歌に、そして日本の国


民歌謡になった裏話を興味


深く聞きながら歌いました。
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厳粛に入会の宣誓をする秋葉会員。





�





熱弁を振るう佐藤君(左)と秋葉君(右)。中央は阿部直前会長








札幌ワイズメンズクラブ7月事務会








と　き：2014年7月22日（火）19：00～20：30


ところ：北海道YMCA総主事室


出席者：伏木会長、秋葉、柴田、中田千、佐藤


８月例会：8月19日、札幌クラッセホテル


８月事務会：８月２６日　北海道YMCA


巻頭言：　８月　柴田、９月　八田


聖　句：　８月　宮崎、９月　中田（千）


卓　話：　チミケップ國際キャンプリーダーのマイケル・ウルフ氏が出席可能なら卓話を依頼する。出席出来ない場合は伏木会長あるいはチミケップ関係者でシミケップに関する卓話を行う


札幌クラブの年間行事。支援プログラムを伏木会長が作成し8月事務会に提出する。

















北海道部部会・評議会





日時：８月30 日(土)


会場：ホテル黒部（北見市内）





　　出席者、交通手段は8月例会で相談します。





新会員と新担当主事、わが青春を語る！











「我が青春の寮生活」





新会員　秋葉　聡志





私は、東京生まれの東京育ちで高校生までおりましたが、大学は自然豊かな場所で暮らしたいと、長野の信州大学農学部農芸化学科へ進学しました。農芸化学とは、農業系の化学分野で、当時の研究室は、食品化学、応用微生物、分析化学、植物栄養学とあり、私は、最も土臭い植物栄養学を専攻し、土壌の研究をしておりました。まったくの理系で、ＹＭＣＡとは縁もゆかりもありませんでした。


１年目の教養課程時代


は、松本で１年過ごしま


したが、松本では寮に入


りました。その寮は、北


杜夫の「どくとるマンボ


ウ青春期」に詳しい、旧


制松本高校からの伝統を


引き継ぐバンカラな寮で


した。そうとは知らない


私は、入寮した初日の夜


に、まずは「簀巻き（す


まき）」の洗礼を受けたの


でした。「簀巻き」とは、


ムシロでものを巻くことを言いますが、寮での「すまき」とは、深夜、寝ている新入寮生をふとんの上から数人の先輩寮生が押さえ込み、両手両足を縛って、眼隠しとさるぐつわをし、さらにふとんごと荒縄で縛っていっちょあがりというものでした。その晩は「すまき」にされた３人の寮生がリヤカーに乗せられ、深夜の街中を先輩寮生たちが寮歌を歌いながら連れまわし、交差点ではどちらに曲がったかわからないようにリヤカーをグルグルまわされ、着いたところで、一人の手の縄をほどき、「おまえら一緒に帰ってこいよ」と言い残して去っていくのでした。


置き去りにされたところは神社の境内でした。すまきにされた３人は、入寮したばかりですからまったく土地勘がありません。まずは、手足の縄と目隠し、さるぐつわをほどき、布団をリヤカーに乗せて、これからどうする？　と相談です。とにかく、松本駅からなら寮までの道はわかるということになり、線路を探して駅まで辿り、そこから戻ろうということになりました。４月の深夜、松本の街中をパジャマ姿の大学生３人が布団を乗せたリヤカーを引っ張って徘徊している姿は、まさに不審者です。


作戦通り線路を伝い、駅を探し当て、駅から寮にやっとのことで戻ってきた時には、白々と夜が明けていました。寮に着くと先輩寮生たちが帰りを待っていてくれ、「ご苦労さん」とねぎらい、牛乳をごちそうしてくれました。


「すまき」は乱暴な入寮の儀式でしたが、この洗礼を受けた私たちは、晴れて寮生の一員となれ、「すまき」に参加する特権を得たのでした。驚きの連続の寮生活でしたが、忘れがたき楽しい我が青春の１ページです。











�





7月例会：左、佐藤雅一担当主事、右、秋葉聡志新会員。中央は司会の阿部直前会長。


中央は、
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「ＹＭＣＡ歴は３８年になります。」





担当主事　佐藤　雅一





ＹＭＣＡと初めて出会ったのは中学２年の時（今から３８年前）、障害がある子供と健常児の中学生・高校生が一緒にキャンプをするプログラムでした。当時は積丹で行われているキャンプで、すぐにキャンプのファンになってしまい、高校２年生まで毎年メンバーとして参加していました。


　高校３年の時にジュニアリーダーとして活動し、大


学の４年間は積丹でのキャンプリー


ダーはもちろん、野外活動クラブ、


スキースクールのリーダーとして活


動しました。


　リーダーとして活動していたこともあったと思いますが、大学卒業後、縁があってＹＭＣＡに職員として採用して頂き、今日まで勤めてきています。


　　最初は、野外活動、次に文化教養と収益事業部、そして再び野外活動の担当となり秋葉さんの下で厚真キャンプにどっぷり関わりました。


　前総主事の黒田さんが札幌に来てからは、総務の担当となり主に国際協力事業や阪神大震災、サハリン北部地震、有珠山噴火災害、東日本大震災などの災害復興支援活動に関わってきました。


　国際協力事業など全く始めての担当で、右も左も分からないままにベトナムでのワークキャンプを始め、ＪＩＣＡの研修事業を受託し、サハリン北部地震の支援活動を行うためにロシア領事館をアポなしで訪問するなど、全てがはじめてのことばかりでした。　


　現在では、ベトナムでのワークキャンプは、１９年


目を迎え、ベトナムＹＭＣＡと最も長く活動を共にし


ているＹＭＣＡのＩＣＡの研修受託事業では、主に中


央アジアやコーカサス地方の国々を受け入れており、


イスラム教の青年たちとの交流が深まっています。イ


スラム教は日本人にはなじみが薄く、誤解されている


面が多々あるように感じます。宗教上の関係で豚肉を


食べないなどの生活習慣の違いはありますが、特別な


部分を除けば私たちと余り変わらない生活をしていま


す。むしろ、友人や家族を大切にし、思いやりの心を


言葉や行動で現そうとする姿に、日本人の感性と共通


する部分を強く感じます。遠く離れた国で暮らす人た


ちなのですが、何か懐かしさを感じます。


日本のＹＭＣＡ全体を見ても、イスラム圏の人々とのプログラムを行っているＹＭＣＡはほとんど無いため、全国からも感心が持たれています。


国際協力事業の経験は震災支援事業に共通する部分が多くあります。相手のことを第一に考え、その人に寄り添うことから始める事です。現在続けている東日本大震災復興支援活動にも生きていると考えています。

































































（秋葉、佐藤両氏の７月例会の卓話の要旨です。）





チミケップ国際キャンプ場開設５０周年





ＹＭＣＡニュース
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　1964年、北見市の郊外の原始の森の中にチミケップキャンプ場は生まれました。爾来半世紀、チミケップは2,500名のキャンプリーダー、35,000名のキャンパーを世界に送り出してきました。


　2014年7月27日、チミケップキャンプ場で「北海道YMCA チミケップ国際キャンプ場開設50 周年記念式典」が行われました。折悪しく前日からの豪雨でキャンプ場は泥沼と化していたので、「マイク・オフィス」の除幕式はメインキャビン内で行われました。式場内は島田日本ＹＭＣＡ同盟代表主事、神崎京都ＹＭＣＡ総主事などのＹＭＣＡ関係者、キャンプリーダーＯＢ，ワイズメン、地元関係者、支援者で埋め尽くされました。


開設以来50年の間チミケップを支えてきた北見東ロータリークラブや北見ワイズメンズクラブなどの団体、個人へ感謝状が贈呈されました。特にドルーリー氏の後を受けて1984 年以来30 年間1年も欠かさずアメリカから訪れチミケップのキャンプディレクターとしてリーダーを育てて下さったマイケル・ウルフ氏には大きな拍手が贈られました。


日本YMCA 同盟・島田 茂総主事の「全人を育む国際キャンプ場―チミケップ」と題する記念講演も示唆に富むものでした。茶話会では、キャンプ中の児童・生徒たちやアフタースクール・リーダーらのアトラクションも大人気でした。








　　　　　　　　　　　　担当主事　佐藤　雅一


夏休みのプログラム始まる


夏休みも始まり、今年もたくさんのこどもたちがYMCAの夏休みのキャンプや水泳、体操やサマースクールに参加しています。毎日朝早くからにぎやかな毎日です。今年の夏も事故なく、ひとりひとりが心豊かで健やかな成長の場面がたくさんありますように。


今年の夏も、海外との交流がたくさん。


チミケップキャンプ場は、今年で５０周年を迎えます。１９６４年に現在のチミケップ湖の畔にキャンプ場が開設され、その間様々な担当スタッフ、指導者、リーダー、ワイズメンズクラブ、ＯＢリーダー、ロータリーの方々のお支えによって５０年目を迎えることが出来ました。本当に感謝です。


７月２７日（日）には５０周年記念式典が行われます。北クラブからも４名の方が参加を致します。


今年は、ボランティアでアメリカからやってきてくれるマイク・ウルフさんをはじめ、ミシガンにあるＹＭＣＡのキャンプ場（ヘイヨ　ウエント　ハ）から今年も2名のアメリカ人のリーダー、台湾からは１４名、ロシアからは２名が参加で、今年もチミケップリーダーＯＢやワイズの皆さんの支援を受けて海外からリーダーがやってきています。


8月６日からはベトナムワ


ークキャンプが出発します。今夏の活動もＹＭＣＡを通して世界の人たちとの交


流の輪が広がっています。


（右：物はなんにもなくて


も明るく元気で頑張るベ


トナムの子ども達）


東日本大震災のこどもたちの夏のプログラム


への受け入れをしています


今夏も、北海道ＹＭＣＡの様々なプログラムに、福島から北海道で避難生活をしているこどもたちの受け入れしています。このプログラムは、震災復興支援の継続的支援として、日本ＹＭＣＡ同盟「Big Heart Project」として、北海道ＹＭＣＡのサマープログラムに参加してくれる一般参加者の方の参加費に加えて１０８円をご負担いただき、資金を募って行っています。引き続き「こころのケアー」を含めたこどもたちのプログラムを行っていきます。 


今後も引き続


き、さまざま


な形で復興支


援にＹＭＣＡ


を通して多く


の方々のご理


解とご協力を


お願いいたし


ます。


チャレンジコーヒープロジェクト


国際協力、東日本大震災復興支援活動の資金作りを目的にコーヒーパックの販売を始めました。８月は特にガザ地区の人々を支援するために使います。


次回例会で改めてご案内しますので、ご協力をお願い致します。
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左：司会で式典を盛り上げた宮崎総主事。





右：神秘のチミケップ湖畔で。 左から、柴田、柴田メネット、中田千鶴、小海祈（北大YMCA）、中田靖泰
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YMCAチャリティー・パークゴルフ大会


日　時：2014年9月15日（月）9：00YMCAを出発


開　場：八剣山パークゴルフ　札幌市南区砥山182


参加費：大人3,000円、子ども（小学生）2,000円


　小学生から誰でも参加できます。


　益金はYMCA障害児プロ


グラム支援と東日本大震災


で被災し札幌で避難生活を


送っている子供達を支援す


る活動のために使われます。


ぜひご参加下さい。
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ワイズの信条





自分を愛するように、隣人を愛そう。


青少年のためにＹＭＣＡに尽くそう。


世界的視野をもって、国際親善をはかろう。


義務を果たしてこそ、


権利が生ずることを悟ろう。


会合には出席第一、


社会には奉仕第一を旨としよう。
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